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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
高分子材料とその制振性を高めるための無機充填剤とを含有する制振組成物であって、前
記無機充填剤は（ａ）膨潤性マイカと（ｂ）非膨潤性マイカとを含み、前記（ａ）膨潤性
マイカの平均粒径は１～４μｍの範囲であり、
　前記（ａ）膨潤性マイカ及び前記（ｂ）非膨潤性マイカの合計の含有量が前記高分子材
料１００質量部に対して３０～１００質量部であり、
　前記（ａ）膨潤性マイカの含有量に対する前記（ｂ）非膨潤性マイカの含有量の質量比
が１～１０であることを特徴とする制振組成物。
【請求項２】
前記高分子材料は２０～３０℃の範囲のガラス転移点を有する第１の高分子材料と、４５
～５５℃の範囲のガラス転移点を有する第２の高分子材料とを含有することを特徴とする
請求項１に記載の制振組成物。
【請求項３】
前記第１の高分子材料と前記第２の高分子材料がいずれもアクリル系樹脂であることを特
徴とする請求項２に記載の制振組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高分子材料及び無機充填剤を含有する制振組成物に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　高分子材料を母材とした制振組成物は、無機充填剤が配合されることで高分子材料の制
振性を高めるように構成されている。制振組成物に配合される無機充填剤としては、主と
してマイカ（雲母）が挙げられる（例えば特許文献１～４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第９７／４２８４４号パンフレット
【特許文献２】特開２００２－３０２５８３号公報
【特許文献３】国際公開第９９／２８３９４号パンフレット
【特許文献４】国際公開第０１／４０３９１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、マイカは非膨潤性マイカと膨潤性マイカとに分類される。一般に、制振組成
物においては、非膨潤性マイカが広く使用されている。本発明は、特定の粒径を有する膨
潤性マイカに対して非膨潤性マイカを組み合わせることで、制振性を高めることができる
ことを見出すことでなされたものである。本発明の目的は、優れた制振性能を発揮させる
ことの容易な制振組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明の制振組成物は、高分子材料とそ
の制振性を高めるための無機充填剤とを含有する制振組成物であって、前記無機充填剤は
（ａ）膨潤性マイカと（ｂ）非膨潤性マイカとを含み、前記（ａ）膨潤性マイカの平均粒
径は１～４μｍの範囲であり、前記（ａ）膨潤性マイカ及び前記（ｂ）非膨潤性マイカの
合計の含有量が前記高分子材料１００質量部に対して３０～１００質量部であり、前記（
ａ）膨潤性マイカの含有量に対する前記（ｂ）非膨潤性マイカの含有量の質量比が１～１
０であることを要旨とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の制振組成物において、前記高分子材料は２
０～３０℃の範囲のガラス転移点を有する第１の高分子材料と、４５～５５℃の範囲のガ
ラス転移点を有する第２の高分子材料とを含有することを要旨とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の制振組成物において、前記第１の高分子材
料と前記第２の高分子材料がいずれもアクリル系樹脂であることを要旨とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、優れた制振性能を発揮させることが容易である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を具体化した実施形態を詳細に説明する。
　本実施形態における制振組成物には、高分子材料とその制振性を高めるための無機充填
剤とが含有されている。無機充填剤は、（ａ）膨潤性マイカと（ｂ）非膨潤性マイカとを
含み、膨潤性マイカの平均粒径は、１～７μｍの範囲である。
【００１１】
　高分子材料は、制振組成物の母材として含有されるものであって、熱可塑性樹脂、熱硬
化性樹脂及びゴム類に分類される。熱可塑性樹脂としては、オレフィン系樹脂、ポリエス
テル系樹脂、ポリアミド系樹脂、スチレン・アクリロニトリル系樹脂、アクリル系樹脂、
アクリルシリコン系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート、ポリ
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サルホン、ポリフェニレンエーテル、ポリオキシメチレン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビ
ニリデン等が挙げられる。オレフィン系樹脂としては、高密度ポリエチレン、低密度ポリ
エチレン、直鎖状低密度ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体
、エチレン－ブテン共重合体、エチレン－ヘキセン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重
合体、エチレン－メタクリレート共重合体、アイオノマー樹脂等が挙げられる。ポリエス
テル系樹脂としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、各種
ポリエステル系エラストマー等が挙げられる。ポリアミド系樹脂としては、ポリアミド６
、ポリアミド６６、ポリアミド１１、ポリアミド１２、非晶性ポリアミド、ポリメタクリ
ルイミド等が挙げられる。スチレン・アクリロニトリル系樹脂としては、ポリスチレン、
スチレン－アクリロニトリル共重合体、スチレン－アクリロニトリル－ブタジエン共重合
体、ポリアクリロニトリル等が挙げられる。
【００１２】
　熱硬化性樹脂としては、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、メ
ラミン樹脂、ウレタン樹脂、ユリア樹脂等が挙げられる。
　ゴム類としては、ウレタンゴム、シリコーンゴム、エチレン－プロピレンゴム、クロロ
プレンゴム、ブチルゴム、アクリロニトリル－ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエンゴ
ム、アクリルゴム、天然ゴム等が挙げられる。
【００１３】
　これらの高分子材料は、単独で使用してもよいし、複数種を組み合わせたポリマーアロ
イやブロック共重合体として使用してもよい。
　高分子材料は、所定の温度領域（例えば２０℃～６０℃）において制振性能をバランス
よく発揮させるという観点から、２０～３０℃の範囲のガラス転移点を有する第１の高分
子材料と、４５～５５℃の範囲のガラス転移点を有する第２の高分子材料とを含むことが
好ましい。ここで、第１の高分子材料及び第２の高分子材料のガラス転移点は、動的粘弾
性分析（ＤＭＡ）により測定されたガラス転移点温度をいう。具体的には、ガラス転移点
温度は、高分子材料について、動的粘弾性分析を１０Ｈｚの条件で行った際の損失正接の
ピーク温度をいう。
【００１４】
　第１及び第２の高分子材料は、所定の温度領域（例えば４０℃付近）において制振性能
を顕著に高めるという観点から、第１の高分子材料の質量（Ａ）と第２の高分子材料の質
量（Ｂ）との質量比（Ａ／Ｂ）において、１／１５～１／３の範囲で含有されることがよ
り好ましい。
【００１５】
　第１又は第２の高分子材料の具体例としては、アクリル系樹脂、アクリルシリコン系樹
脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレン系樹脂等が挙げられる。アクリル系樹脂としては、アク
リル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸及びメタクリル酸エステルを単量体とする単
独重合体、これらの単独重合体の混合物、並びにこれらの単量体が重合した共重合体が挙
げられる。アクリル酸エステル及びメタクリル酸エステルとしては、メチルエステル、エ
チルエステル、プロピルエステル、２－エチルヘキシルエステル、エトキシエチルエステ
ル等が挙げられる。なお、これらの高分子材料は、上述したガラス転移点の範囲に含まれ
る変性体であってもよい。
【００１６】
　第１の高分子材料又は第２の高分子材料は、単独種の高分子材料から形成されていても
よいし、複数種の高分子材料から形成されていてもよい。高分子材料は、第１及び第２の
高分子材料のみから構成することが最も好ましいが、第１及び第２の高分子材料のガラス
転移点の範囲外のガラス転移点を有する第３の高分子材料を含有させてもよい。この場合
、制振組成物中に含まれる高分子材料の全体の質量に対して、第１及び第２の高分子材料
の占める割合が例えば９０質量％以上であることが好ましい。第１及び第２の高分子材料
は、相溶性が良好であるという観点から、第１及び第２の高分子材料はいずれもアクリル
系樹脂であることが好ましい。
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【００１７】
　制振組成物には、（ａ）膨潤性マイカ及び（ｂ）非膨潤性マイカが含有されている。
　（ａ）膨潤性マイカは、水等の極性溶媒で膨潤する特性を有する親水性の膨潤性マイカ
である。こうした膨潤性マイカの層間に存在するイオンは、リチウム、ナトリウム又はス
トロンチウムであり、それらのイオンが極性溶媒中のイオンとイオン交換することで膨潤
性マイカは膨潤する。膨潤性マイカとしては、例えばＮａ型テトラシリシックフッ素マイ
カ、Ｌｉ型テトラシリシックフッ素マイカ、Ｎａ型フッ素テニオライト、Ｌｉ型フッ素テ
ニオライト等が挙げられる。
【００１８】
　膨潤性マイカの平均粒径は、１～７μｍの範囲であり、好ましくは１～４μｍの範囲で
ある。膨潤性マイカの平均粒径が１μｍ以上の場合、優れた制振性能がさらに発揮されや
すくなる。膨潤性マイカの平均粒径が７μｍを超える場合、優れた制振性能を発揮させる
ことが困難である。膨潤性マイカのアスペクト比は、特に限定されないが、膨潤させてい
ない状態において２０～６０の範囲であり、膨潤させた状態で１０００～５０００の範囲
のものが好適に用いられる。
【００１９】
　（ｂ）非膨潤性マイカは、水中では膨潤しない特性を有する。非膨潤性マイカとしては
、例えばフッ素金雲母、カリウム四珪素雲母等の合成非膨潤性マイカ、白雲母、金雲母、
黒雲母、絹雲母等の天然非膨潤性マイカ等が挙げられる。非膨潤性マイカの平均粒径は、
特に限定されないが、例えば１０～１００μｍの範囲が好ましい。また、非膨潤性マイカ
のアスペクト比は、例えば４０以上の範囲が好適に用いられる。非膨潤性マイカのアスペ
クト比は、制振性をより高めるという観点から、好ましくは４５を超える範囲であり、よ
り好ましくは９０以上の範囲である。非膨潤性マイカのアスペクト比の上限は、特に限定
されないが、例えば１０００以下であることが好適である。
【００２０】
　本明細書の平均粒径は、レーザー光散乱法で求められる粒度の積算分布において、５０
％体積平均粒径（Ｄ５０値）である。本明細書のアスペクト比は、非膨潤性マイカについ
ての走査型電子顕微鏡の観察において、無作為に５０個の非膨潤性マイカを選び、それら
マイカの長径と厚みを測定した測定値の平均を求めることにより得られる。
【００２１】
　制振組成物中において、優れた制振性能を発揮させることがさらに発揮されやすくなる
という観点から、（ａ）膨潤性マイカの含有量に対する（ｂ）非膨潤性マイカの含有量の
質量比（質量比＝ｂ／ａ）は、１～１０であることが好ましい。
【００２２】
　制振組成物において、非膨潤性マイカ及び膨潤性マイカの合計の含有量は、上記高分子
材料１００質量部に対して、好ましくは３０～１００質量部、より好ましくは４０～８０
質量部、さらに好ましくは４５～７０質量部である。非膨潤性マイカ及び膨潤性マイカの
合計の含有量が高分子材料１００質量部に対して３０～１００質量部の場合、優れた制振
性能がさらに発揮されやすくなる。
【００２３】
　制振組成物には、制振性付与剤、ゲル化剤、発泡助剤、分散剤、粘度調整剤、増粘剤、
流動改良剤、硬化剤、消泡剤、造膜助剤、凍結防止剤、沈降防止剤等を必要に応じて配合
することが可能である。制振性付与剤としては、ベンゾチアジル系化合物、ベンゾトリア
ゾール系化合物、ジフェニルアクリレート系化合物、正リン酸エステル系化合物及び芳香
族第二級アミン系化合物から選ばれる少なくとも一種の化合物が挙げられる。ゲル化剤と
しては、有機ゲル化剤と無機ゲル化剤とに分類され、有機ゲル化剤としてはでんぷん、で
んぷん誘導体等が挙げられ、無機ゲル化剤としては硝酸アンモニウム、硝酸カルシウム、
炭酸カリウム、塩化カリウム、塩化カルシウム、塩化アンモニウム等が挙げられる。また
、上記無機充填剤以外の無機充填剤を含有させてもよい。上記無機充填剤以外の無機充填
剤としては、例えば炭酸カルシウム、タルク、クレー、硫酸バリウム、炭酸マグネシウム
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、ガラス、シリカ、アルミナ、アルミニウム、水酸化アルミニウム、鉄、アスベスト、酸
化チタン、酸化鉄、珪藻土、ゼオライト、フェライト等が挙げられる。
【００２４】
　制振組成物は、高分子材料、無機充填剤等を攪拌機等の公知の混合手段を用いて混合す
ることによって調製することができる。例えば制振組成物を加熱成形するための制振材料
として構成するには、まず、高分子材料からなる樹脂粒子が水系分散媒に分散した水系樹
脂分散液（エマルション）に、膨潤性マイカを配合するとともに撹拌することで分散体を
調製する。このとき、膨潤性マイカは、水系分散媒により膨潤される。次に、その分散体
を乾燥させることで、高分子材料と膨潤性マイカとの複合体を調製する。続いて、その複
合体に非膨潤性マイカを配合するとともに溶融混練することで、複合体に非膨潤性マイカ
を分散してなる制振材料が得られる。また、制振組成物を塗布及び乾燥して用いる制振塗
料として構成するには、高分子材料からなる樹脂粒子が水系分散媒に分散した水系樹脂分
散液に、膨潤性マイカ及び非膨潤性マイカを配合するとともに撹拌することで制振塗料が
得られる。
【００２５】
　ここで、膨潤性マイカのみを配合するとともに配合量を増大することで制振性を高めよ
うとした場合、膨潤性マイカの配合量の増大に伴って水系樹脂分散液と膨潤性マイカとの
混合物の粘性が高まることになる。このため、膨潤性マイカの分散不良が生じやすくなり
、膨潤性マイカの配合量に見合った制振性能が発揮され難くなる。また、非膨潤性マイカ
のみを配合した場合も同様に、配合量の増大に伴って分散不良が生じやすくなり、その結
果、非膨潤性マイカの配合量に見合った制振性能が発揮され難くなる。この点、本実施形
態の制振組成物では、特定の範囲の平均粒径を有する膨潤性マイカを非膨潤性マイカとと
もに含有させることで制振性が高められる。このため、膨潤性マイカ及び非膨潤性マイカ
を分散しやすい配合量に抑えたとしても、優れた制振性能を発揮させることができるよう
になる。
【００２６】
　制振組成物は、制振材料又は制振塗料として、振動エネルギーの抑制が要求される各種
分野において利用することができる。制振組成物の適用分野としては、例えば自動車、壁
材、床材、屋根材、フェンス等の建材、家電機器、産業機械等が挙げられる。
【００２７】
　このように構成された制振組成物には、上記非膨潤性マイカと膨潤性マイカとが高分子
材料に分散されているため、高分子材料中において、振動エネルギーが熱エネルギーへ変
換される際に、それらマイカの振動特性が異なることから、エネルギー変換の効率が高ま
るものと推測される。こうした制振組成物の制振性能は、制振組成物の損失弾性率又は損
失係数によって示される。つまり、制振組成物の損失弾性率の値又は損失係数の値が高け
れば高いほど、制振組成物の制振性能が優れることが示される。制振組成物の損失弾性率
は周知の動的粘弾性測定装置により測定することができるとともに損失係数は周知の中央
加振法損失係数測定装置によって測定することができる。本実施形態の制振組成物は、特
に損失弾性率が高まる。ここで、シート状の非拘束型制振材料は、シート面を適用箇所の
形状に沿うようにして適用箇所に設けることで、適用箇所とは反対側のシート面が拘束さ
れていない状態で使用される。そして、上記損失弾性率は、非拘束型制振材料の制振性能
についての指標となる。すなわち、損失弾性率が高まれば、非拘束型制振材料としての制
振性能が高まるため、本実施形態の制振組成物は、シート状の非拘束型制振材料としての
利用価値が極めて高い。
【００２８】
　本実施形態によって発揮される効果について、以下に記載する。
　（１）制振組成物には、膨潤性マイカと非膨潤性マイカとを含み、膨潤性マイカの平均
粒径は１～７μｍの範囲である。これにより、高分子材料中において、振動エネルギーが
熱エネルギーへ変換される際に、それらマイカの振動特性が異なることから、エネルギー
変換の効率が高まるものと推測される。その結果、優れた制振性能を発揮させることが容
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易となる。
【００２９】
　（２）膨潤性マイカの平均粒径が４μｍ以下の範囲であることにより、優れた制振性能
を発揮させることがさらに容易となる。
　（３）膨潤性マイカの含有量に対する非膨潤性マイカの含有量の質量比が１～１０であ
ることにより、優れた制振性能を発揮させることがさらに容易となる。
【００３０】
　（４）高分子材料が２０～３０℃の範囲のガラス転移点を有する第１の高分子材料と、
４５～５５℃の範囲のガラス転移点を有する第２の高分子材料とを含有することにより、
所定の温度領域において制振性能をバランスよく発揮させることができるようになる。
【００３１】
　（５）第１及び第２の高分子材料は、いずれもアクリル系樹脂であることが好ましい。
このように構成した場合、第１及び第２の高分子材料の相溶性が高まるようになる。こう
した高分子材料においては、膨潤性マイカ及び非膨潤性マイカといった異なるマイカを含
有させた際に、それらマイカの分散性が維持され易い。このため、所定の温度領域におい
て制振性能をバランスよく発揮させることが容易であり、しかも、優れた制振性能を発揮
させることが容易な制振組成物が提供される。
【００３２】
　次に、上記実施形態から把握できる技術的思想について以下に記載する。
　・前記高分子材料は、同高分子材料からなる樹脂粒子が水系分散媒に分散した水系樹脂
分散液として含有される制振組成物。
【００３３】
　・前記制振組成物の製造方法であって、前記高分子材料からなる樹脂粒子が水系分散媒
に分散した水系樹脂分散液に、前記（ａ）膨潤性マイカを配合した分散体を乾燥させるこ
とで、前記高分子材料と前記（ａ）膨潤性マイカとの複合体を調製した後に、同複合体に
前記（ｂ）非膨潤性マイカを配合して溶融混練することで前記制振組成物を得る制振組成
物の製造方法。
【実施例】
【００３４】
　次に、実施例及び比較例を挙げて前記実施形態をさらに具体的に説明する。
　（実施例１，２及び参考例３）
　表１に示されるように、高分子材料に対して膨潤性マイカ及び非膨潤性マイカを配合す
ることで制振組成物を調製した。膨潤性マイカは、コープケミカル株式会社製の親水性タ
イプのフッ素雲母、ソマシフ（商品名）である。非膨潤性マイカとしては、株式会社クラ
レ製の白雲母、クラライトマイカ（商品名）３００Ｗと、株式会社クラレ製の金雲母、ス
ゾライトマイカ（商品名）２００ＨＫとを質量比１：１とした混合物を用いた。
【００３５】
　まず、高分子材料からなる樹脂粒子の水系分散液に膨潤性マイカを配合するとともに撹
拌することで分散体を得た。次に、その分散体を乾燥させることで、高分子材料と膨潤性
マイカとの複合体を調製した。その複合体に非膨潤性マイカを配合するとともに溶融混練
することで、複合体に非膨潤性マイカを分散してなる制振材料を得た。なお、表１の高分
子材料の欄に示される“Ａ”及び“Ｂ”は、いずれもアクリル系樹脂であって、“Ａ”の
ガラス転移点（Ｔｇ）は３０℃であるとともに、“Ｂ”のガラス転移点（Ｔｇ）は５０℃
である。膨潤性マイカのアスペクト比は、膨潤させていない状態において２０～６０の範
囲であり、膨潤させた状態で１０００～５０００の範囲である。非膨潤性マイカの平均粒
径は、３０～７５μｍである。
【００３６】
　（比較例１）
　比較例１では、膨潤性マイカを非膨潤性マイカに変更した以外は、実施例１，２及び参
考例３と同様にして制振組成物を調製した。
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　（実施例４，５及び参考例６）
　実施例４，５及び参考例６では、アスペクト比の異なる非膨潤性マイカに変更した以外
は、実施例１，２及び参考例３と同様にして制振組成物を調製した。この非膨潤性マイカ
は、株式会社山口雲母工業所製の白雲母、ＳＹＡ４１Ｒであり、その平均粒径は４５μｍ
である。
【００３８】
　（比較例２）
　比較例２では、膨潤性マイカを非膨潤性マイカに変更した以外は、実施例４，５及び参
考例６と同様にして制振組成物を調製した。
【００３９】
　＜動的粘弾性の測定＞
　各例で得られた制振組成物をシート状に成形することによって、厚さ１ｍｍのシート材
を得た。各シート材を３５ｍｍ×３ｍｍの寸法に切断し、動的粘弾性測定用の試験片とし
た。動的粘弾性測定装置（ＲＳＡ－ＩＩ：レオメトリック社製）を用いて各試験片を加振
しながら連続的に昇温した際の損失弾性率Ｅ″を測定した。測定条件は、加振の周波数１
０Ｈｚ、測定温度範囲－４０℃～＋９０℃、昇温速度５℃／分とした。各例のシート材に
ついて、損失弾性率Ｅ″のピーク値及びピーク温度を表１に併記する。
【００４０】
【表１】

　表１に示されるように、実施例１，２及び参考例３において膨潤性マイカ及び非膨潤性
マイカの配合量の合計は、比較例１の非膨潤性マイカの配合量と同じである。そして、実
施例１，２及び参考例３の損失弾性率Ｅ″のピーク値は、表１にＥ″の向上率として示し
たように、比較例１の損失弾性率Ｅ″のピーク値よりも向上している。この結果から、非
膨潤性マイカと特定の粒径範囲の膨潤性マイカを併用することで、制振性が高まることが
分かる。実施例４，５、参考例６及び比較例２についても、実施例１，２、参考例３及び
比較例１と同様の結果が得られている。また、実施例１及び４については、実施例４で配
合されている非膨潤性マイカのアスペクト比が、実施例１で配合されている非膨潤性マイ
カのアスペクト比よりも高いため、実施例４の損失弾性率Ｅ″のピーク値は、実施例１の
損失弾性率Ｅ″のピーク値よりも高い値を示していることが分かる。実施例２及び５、並
びに参考例３及び６についても、実施例１及び４と同様の結果が得られていることが分か
る。
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